










要約:最近増加が問題となっている小児のアトピー性皮膚炎の罹病率,食物抗原の関与度,

授乳法との関係,アレルギーマーチの予防,自然経過について検討した。その結果,(1)3 歳

までの平均罹病率は約 30%で,(2)乳児期では母乳を介する感作による食物アレルギーの関

与が極めて高く,(3)適切な抗原除去はその後のアレルギーマーチの発生を低減し,(4)自然

経過により約 80%は自然治癒することが明らかになった。 


